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令和 4 年度 害虫学分野 退職者 

「研究の歩み」と「主な研究業績」  

 

津田勝男 

（農業生産科学科 応用植物科学コース） 

 

研究の歩み 

私は 1980 年に鹿児島大学農学部農学科害虫学教室を卒業し，九州大学大学院生物的防除研究施設

天敵微生物部門（生防研微生物）に進学しました。鹿児島大学時代の卒業論文ではカイガラムシの寄

生蜂に関する研究を行いましたが，当時は分類学者を目指しておりました。研究の過程でカイガラム

シにカビ（糸状菌）が寄生して死亡しているのを観察して天敵微生物に興味を持ち，大学院は天敵微

生物学の総本山とも言うべき生防研微生物に進学しました。私の本格的な研究生活はこの生防研微生

物から始まりました。  

生防研微生物での私の研究テーマは昆虫ウイルスで，核多角体病ウイルス（nucleopolyhedrosis 

virus; NPV）の感染・増殖過程を昆虫培養細胞を使って明らかにするというものでした。当時は昆

虫培養細胞を扱っている研究者は国内では数人程度で，参考文献も英文しかなく苦労しましたが，得

られる成果のほとんどが日本初ということもあり，やりがいがありました。NPV と昆虫培養細胞と

いうシンプルな実験系で研究を進め，NPV が細胞に感染するかしないかという宿主特異性は，ウイ

ルスが細胞に吸着する過程だけではなく，細胞内でウイルス DNA が増殖する過程でも示されること

を明らかにしました。  

1985 年に大学院博士課程を修了して 1986 年に福岡県に就職しましたが，配属先は福岡県農業総合

試験場園芸研究所果樹部常緑果樹研究室でした。ここでミカンやビワなどの常緑果樹の栽培技術に関

する研究を行うことになりました。果樹は鹿児島大学時代の農場実習でしか扱ったことしかありませ

ん。まったくの素人でしたが，せん定や接ぎ木などの技術は一通り身に付けました。常緑果樹研究室

では｢ハウスミカンの着花予測｣を任され，精力的に研究しました。温室で栽培されるハウスミカン

は，冬季に暖房することによって生育を早めて 6～7 月頃に収穫するというもので，高値で取引され

ます。ただし，ミカンは花芽が休眠するため，花芽の休眠が打破されていないまま暖房すると出芽す

るのは葉芽だけになってしまいます。花芽の休眠が打破されているかを見極めるために，枝の成分を

分析するとともに水挿しして花芽が出るかを確認します。福岡県内各地の県の普及員さんや農協の営

農指導員さんがミカンの枝（結果母枝）を持ち込み，その結果を基に現地ハウスの暖房開始時期を決

める訳で，現場は私の判定を心待ちにしています。現場と直結した研究は相当なプレッシャーがあり

ましたが，たいへん充実していました。  

1989 年に生産環境研究所へ異動し，新しく設置された生物資源部微生物利用研究室に配属されま
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した。ここでは未利用微生物の有効利用を研究することになり，｢エノキ茸培養床の堆肥化｣や｢アゾ

ーラによる水稲の雑草抑制効果や肥料効果｣に取り組むとともに天敵微生物の研究を行うこが出来ま

した。難防除害虫コナガに対する天敵微生物を探索し，天敵糸状菌や天敵ウイルスを発見しました。

ところが，1990 年に福岡県では果樹カメムシが大発生し，試験場ではプロジェクトチームを組んで

カメムシの防除対策を研究することになり，カメムシの天敵微生物を探索し天敵糸状菌数株を分離し

ました。福岡県は特異的に果樹カメムシの発生が多く，1992 年には国の指定試験事業として「果樹

カメムシ研究室」が設置され，そちらへ異動し果樹カメムシの研究を続けました。チャバネアオカメ

ムシの飼育個体群にウイルス病が疑われる個体が現れましたが，当時はカメムシに感染するウイルス

は未発見で「世界初か？」と喜びましたが，南アフリカからの発見に先を越されました。ところが，

その後このウイルス（チャバネアオカメムシ腸管ウイルス）はメチオニン以外のアミノ酸から外被タ

ンパク質を合成していることが明らかになり，分子生物学分野で言われていた「タンパク質の合成開

始は常にメチオニンから始まる」という常識をくつがえすという成果に繋がりました。ちなみに私は

この常識さえ承知しておりませんでした。  

その後，試験場内で 4 回目の異動で企画経営部企画科配属となり研究から離れましたが，縁あって

1997 年 8 月に母校である鹿児島大学農学部害虫学研究室の助教授に着任しました。着任当初は，主

に害虫類の大量飼育に取り組み，コブノメイガやイグサシンムシガの人工飼料を利用した大量飼育体

系を確立しました。また，アリモドキゾウムシの人工飼料の開発にも取り組みましたが，アリモドキ

ゾウムシは植物防疫法により発生地域からの持ち込みが禁止されている特殊病害虫であるため，十分

な研究が出来ないまま中途半端な状態で終わってしまいました。その後も害虫を大量飼育する研究は

続き，茶害虫のチャノホソガの人工飼料を開発しました。最近は，ゴマダラカミキリ類の累代飼育に

取り組んでいます。ゴマダラカミキリ類には鹿児島県土に分布しているゴマダラカミキリ

（Anoplophora malasiaca；以下ホンドゴマダラ）と奄美大島に分布しているオオシマゴマダラカミ

キリ（Anoplophora oshimana；以下オオシマゴマダラ）が分布していますが，喜界島では両者間の

交雑が疑われていました。交雑個体がどのような特徴を有するのかを検証するために先ず両者の累代

飼育を試みましたが，オオシマゴマダラの累代飼育は失敗続きでした。母虫からの採卵から幼虫の孵

化，人工飼料による幼虫の飼育までは順調ですが，蛹化してくれませんでした。日長条件や飼育温度

などを調整した結果，飼育温度を夏場の高温条件に上げることで，7 年目でやっと蛹化個体を得るこ

とに成功しました。両者の累代飼育個体を交雑させた子の特徴は喜界島で猛威を振るっている個体群

とそっくりで，DNA 解析の結果でも喜界島のゴマダダラカミキリは両者が交雑したものであること

を明らかにしました。  

 一方，害虫防除に関する研究では，天敵糸状菌製剤バイオリサについて，福岡県職員時代は施用法

の開発と製剤化に関わりましたが，前述した喜界島では島中全部のミカンにバイオリサを施用すると

いう事業に参加し，一定の成果を上げることが出来ました。このように現場と直接に関わるような研

究には特に積極的に取り組んできました。  
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主な研究業績一覧（学術論文、著書、特許なども含む） 
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